
三宅島新報第 21号 (�) ２００９年５月１日

「三宅島ふるさと再生ネットワーク」のホームページ　http://thoshikawa.com/miyake.furusato.net/top.htm

○神楽坂青空フェスタ
　5月 17 日 ( 日 )12 時～ 18 時
　神楽坂商店街
　明日葉やくさやなど三宅
島の特産品の販売や、ネッ
トの広報活動を行います。
皆様お出かけ下さい。お待
ちしております！
○第 15 回世話人会開催
　日時：5月 16 日（土）
　場所：喫茶ルノアール
　会議室 (巣鴨駅前店）
〇ご寄付のお願い
郵便振替口座
口座番号：00120- ３-545036
口座名称：三宅島ふるさと
 　　　　再生ネットワーク
事務局：あすなろ保育園内
郵便番号：173-0005
住所：板橋区仲宿 25-6
電話・ＦＡＸ　03(3963)5697
担当　伊藤奈穂子事務局長

事 務 局 便 り

発行所：三宅島ふるさと　　
　　　  　再生ネットワーク

（本部）〒 100-1101
　東京都三宅島三宅村神着 320-2

  ℡ 090-4922-0798

発行人：会長 佐藤就之

三
宅
島
新
報

三
宅
島
新
報

隔 月 発 行

　

６
回
目
を
迎
え
た
三
宅
島

ふ
る
さ
と
再
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
協
力
会
員
定
例
総
会
が
、

３
月
30
日
の
午
後
６
時
30
分

か
ら
約
２
時
間
、
巣
鴨
駅
前

の
喫
茶
ル
ノ
ア
ー
ル
会
議
室

に
て
行
わ
れ
た
。

　

総
会
の
冒
頭
、
佐
藤
会
長

は
「
今
年
６
月
で
噴
火
10
年

目
に
入
る
。
避
難
中
の
在
京

者
の
高
齢
化
、
災
害
風
化
対

策
な
ど
こ
こ
が
頑
張
り
ど
こ

ろ
、
さ
ら
な
る
支
援
を
」
と

挨
拶
。
そ
の
後
、
08
年
度
の

活
動
報
告
や
会
計
報
告
、
09

年
度
役
員
は
じ
め
活
動
計
画

案
、
予
算
案
が
承
認
さ
れ
た
。

　

決
定
し
た
今
年
度
の
活
動

の
重
点
項
目
は
次
の
通
り
。

①
在
京
者
と
高
濃
度
地
区
居

　

住
者
の
救
済
へ
の
取
り
組

　

み
を
進
め
る
。

②
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ル
や
調
査

　

票
を
用
い
た
訪
問
活
動
な

　

ど
に
よ
る
、
在
京
者
の
支

　

援
体
制
を
整
備
す
る
。

③
「
三
宅
島
新
報
」
、
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
、
「
ふ
る
さ
と

　

だ
よ
り
」
な
ど
に
よ
る
情

　

報
発
信
の
努
力
を
行
う
。

④
被
災
風
化
に
抗
す
る
た
め

　

の
活
動
資
金
確
保
、
ボ
ラ

　

ン
テ
ィ
ア
協
力
者
の
拡
大

　

を
行
う
。　

　

４
月
１
日
、
阿
古
高
濃
度

地
区
の
規
制
が
解
除
さ
れ
、

住
民
が
恒
久
的
に
自
宅
に
暮

ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
ふ
る
さ
と

会長　　佐藤就之
副会長　酒井一豊　池田金好
事務局長・会計　
　　　　伊藤奈穂子
世話人　吉田信行　菊地忠男　
　　　　勝見吉雄　京町
　　　　吉田志織　大坊千代子
　　　　小林　舞　草野絵里　
　　　　石松陽子　山田貴久
　　　　相澤春歌　山尾啓予　
監査　　稲葉　稔　
　　　　横井和之
　　　　　　　（敬称略・順不同）

2009 年度の役員

2009 年

度の活動方針などを

決めるふるさとネット協力

者定例総会が３月 30 日に行わ

れ、高齢化が進む中、在京者や

高濃度地区住民の支援をさら

に充実させることなどを

確認した。

「ここが頑張りどころ」を確認

在京者 高濃度地区への支援充実を
ふるさとネット 定例総会

阿
古
で
規
制
解
除

高齢化が進む中の更なる支援の方向を話し合った定例総会

ネ
ッ
ト
の
佐
藤
会
長
は
、「
阿

古
高
濃
度
地
区
の
規
制
解
除

は
、
私
た
ち
の
努
力
の
結
果

で
喜
び
た
い
。
こ
れ
は
、
島

民
体
験
に
基
づ
く
主
張
が
正

し
か
っ
た
こ
と
、
規
制
下
で

も
生
業
と
居
住
を
続
け
た
人

た
ち
の
勇
断
に
よ
る
も
の

だ
。
今
後
は
、
坪
田
地
区
に

つ
な
げ
る
努
力
と
特
別
支
援

策
で
他
の
島
民
の
水
準
に
早

期
に
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ

る
」
と
話
し
た
。

「
住
民
の
努
力
の
成
果
」
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平
野　
　

祐
康

　

日
頃
よ
り
、
村
政
の
運
営

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
以
下
略
）

　

三
宅
島
在
京
島
民
並
び
に

高
濃
度
地
区
居
住
者
に
関
す

る
要
望
に
係
る
回
答

１
、
三
宅
島
在
京
島
民
に
関 

　

す
る
要
望
事
項
に
つ
い
て

①
三
宅
島
内
住
宅
の
補
修
や 

　

再
建
、
村
営
住
宅
な
ど
の

　

家
賃
へ
の
減
免
と
補
助
な

　

ど
住
居
の
支
援
を
し
て
い

　

た
だ
き
た
い
。

②
三
宅
島
へ
の
渡
航
費
用
の

　

補
助
（
島
民
割
引
35
％
）

　

の
た
め
に
村
・
議
会
は
東

　

海
汽
船
に
要
請
し
て
実
現

　

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

③
電
気
、
ガ
ス
、
上
下
水
道

　

な
ど
の
基
本
料
金
の
減
免

　

や
補
助
を
し
て
い
た
だ
き

　

た
い
。

④
各
種
税
金
、
健
康
保
険
、

　

年
金
な
ど
の
保
険
料
の
減

　

免
や
補
助
を
し
て
い
た
だ

　

き
た
い
。

⑤
医
療
費
の
補
助
、
島
内
医

　

療
体
制
の
拡
充
、
人
工
透

　

析
な
ど
の
設
置
、
特
別
養

　

護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
築
と

　

入
所
可
能
人
数
を
増
や
す

　

な
ど
帰
島
条
件
整
備
と
島

　

で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

　

努
力
を
し
て
い
た
だ
き
た

　

い
。

⑥
飛
行
機
の
増
便
、
条
件
緩

　

和
で
欠
航
を
少
な
く
し
て
、

　

高
齢
者
、
病
弱
者
も
帰
島

　

で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て

　

い
た
だ
き
た
い
。

⑦
在
京
者
が
帰
島
す
る
場
合
、

　

住
居
の
必
要
が
あ
る
時
は

　

村
営
住
宅
入
居
等
優
先
的

　

に
保
障
し
て
い
た
だ
き
た

　

い
。

⑧
そ
の
他
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結

　

果
を
添
付
い
た
し
ま
す
の

　

で
各
種
要
望
事
項
の
改
善

　

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
①
②
③
④
の
回
答
】

　

現
在
、
ま
た
、
将
来
の
村

の
財
政
状
況
を
考
え
た
と

き
、
各
種
使
用
料
や
税
の
減

免
、
新
た
な
補
助
制
度
の
創

設
に
つ
い
て
は
困
難
で
す
。

【
⑤
の
回
答
】

　

医
療
費
に
係
る
新
た
な
補

助
制
度
の
創
設
は
困
難
で

す
。
ま
た
、
島
内
医
療
体
制

の
拡
充
に
つ
い
て
は
、
一
次

医
療
体
制
の
維
持
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
人
工
透
析
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
検
討
を
重

ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

増
床
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

50
床
も
三
宅
村
に
お
い
て
は

過
剰
規
模
で
あ
り
、
村
と
し

て
増
床
は
考
え
て
お
り
ま
せ

ん
。

【
⑥
の
回
答
】

　

飛
行
機
の
増
便
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
要
望
活
動
を

行
っ
て
い
く
予
定
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
条
件
緩
和
に

つ
い
て
は
、
関
係
機
関
で
検

討
会
を
設
置
し
、
検
討
し
て

い
く
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
⑦
の
回
答
】

　

村
営
住
宅
の
入
居
申
し
込

み
に
つ
い
て
は
、
帰
島
を
前

提
に
島
外
者
も
申
し
込
み
が

で
き
る
よ
う
配
慮
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
島
内

に
お
い
て
も
住
居
に
困
窮
し

て
い
る
者
が
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
優
先
入
居
の
保
障
は

で
き
ま
せ
ん
。

【
⑧
の
回
答
】

　

内
容
を
確
認
し
、
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

２
、
高
濃
度
住
居
者
に
関
す

　

る
要
望
事
項
に
つ
い
て

⑨
三
宅
島
火
山
ガ
ス
に
対
す

　

る
安
全
確
保
に
関
す
る
条

　

例
・
条
例
施
行
規
則
は
、

　

即
時
撤
廃
又
は
住
居
に
脱

　

硫
装
置
な
ど
設
置
し
て
早

　

期
に
居
住
・
生
業
禁
止
制

　

限
を
撤
廃
し
て
い
た
だ
き

　

た
い
。

⑩
村
営
住
宅
、
都
営
住
宅
な

　

ど
の
住
居
の
家
賃
の
減
免
、

　

補
助
及
び
村
営
住
宅
優
先

　

入
居
措
置
を
し
て
い
た
だ

　

き
た
い
。

⑪
健
康
保
険
料
の
減
免
、
補

　

助
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑫
電
気
・
ガ
ス
・
下
水
道
な

　

ど
の
基
本
料
金
の
減
免
、

　

補
助
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑬
税
金
の
免
除
を
し
て
い
た

　

だ
き
た
い
。

⑭
廃
屋
な
ど
の
解
体
、
撤
去

　

条
件
を
緩
和
し
て
い
た
だ

　

き
た
い
。

⑮
火
災
保
険
等
の
加
入
な
ど

　

保
障
が
で
き
る
条
件
を
即

　

時
整
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑯
高
濃
度
地
区
の
再
生
プ
ラ

　

ン
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑰
高
濃
度
地
区
居
住
者
に
対

　

す
る
こ
れ
ま
で
の
村
の
対

　

応
、
説
明
は
不
十
分
で
あ

　

り
、
村
は
、
そ
の
責
任
に

　

お
い
て
住
民
と
の
相
談
、

　

対
話
を
重
ね
意
見
を
聴
き
、

　

緊
急
課
題
の
解
決
の
努
力

　

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
⑨
の
回
答
】

　

高
濃
度
地
区
の
規
制
に
つ

い
て
は
、
長
期
的
視
野
に

立
っ
て
健
康
影
響
を
考
慮
し

て
規
制
し
て
い
る
も
の
で

す
。
従
っ
て
、
村
が
定
め
る

長
期
的
健
康
影
響
基
準
を
達

成
し
て
い
な
い
現
状
に
お
い

て
、
規
制
を
解
除
す
る
こ
と

は
困
難
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
、

規
制
の
あ
り
方
を
再
検
証
す

る
た
め
の
基
礎
資
料
を
収
集

す
る
た
め
、
火
山
ガ
ス
濃
度

比
較
検
証
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
調
査
結
果
が

出
ま
し
た
ら
、
今
後
の
規
制

の
あ
り
方
に
つ
い
て
早
急
に

専
門
家
会
議
、
国
、
東
京
都

と
協
議
を
進
め
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

【
⑩
⑪
⑫
⑬
の
回
答
】

　

現
在
、
ま
た
、
将
来
の
財

政
状
況
を
考
え
た
と
き
、
各

種
使
用
料
や
税
の
減
免
、
新

た
な
補
助
制
度
の
創
設
に
つ

い
て
は
困
難
で
す
。
ま
た
、

村
営
住
宅
の
入
居
申
し
込
み

に
つ
い
て
は
、
帰
島
を
前
提

に
島
外
者
に
も
申
し
込
み
が

で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
島

内
に
お
い
て
も
住
居
に
困
窮

し
て
い
る
者
が
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
優
先
入
居
の
保
障

は
で
き
ま
せ
ん
。

【
⑭
の
回
答
】

　

村
と
し
て
も
、
所
有
者

個
々
に
当
た
る
な
ど
制
度
の

Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
ま
す
が
、

相
続
に
伴
う
権
利
の
問
題
や

取
り
壊
す
の
に
し
の
び
な
い

な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
進
捗

し
て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。
ま
た
、
劣
化
保
全
を
受

届
い
た
要
望
書
へ
の
回
答

「
財
政
厳
し
く 

補
助
制
度
の
創
設
等
は
困
難
」

　

ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
が
、
２
月
に
三
宅
村
に
提
出
し
た
要
望
書
に
対
す
る
回
答
を
掲
載

す
る
。
金
銭
的
な
支
援
な
ど
に
関
し
て
は
「
困
難
」
と
す
る
内
容
だ
っ
た
。
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け
た
家
屋
に
つ
い
て
は
、
二

重
の
支
援
と
な
る
こ
と
が
障

害
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
防
災
面
か

ら
も
必
要
な
事
業
で
あ
り
、

改
善
が
図
れ
る
よ
う
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
の
で
、
い
ま

暫
く
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

【
⑮
の
回
答
】

　

検
討
を
お
願
い
し
て
い
た

損
害
保
険
会
社
か
ら
、
全
損

扱
い
に
よ
り
保
険
金
を
支

払
っ
た
物
件
に
つ
い
て
は
、

再
度
の
加
入
は
で
き
な
い
と

の
結
論
が
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
新
商
品
の
開
発

に
つ
い
て
も
、
困
難
で
あ
る

と
の
回
答
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
、
状
況
に
変
化
が
生

じ
た
際
は
、
再
度
、
損
害
保

険
会
社
と
協
議
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

【
⑯
の
回
答
】

　

現
在
、
高
濃
度
地
区
対
策

委
員
会
に
お
い
て
検
討
中
で

す
。
委
員
会
で
は
、
住
民
の

意
見
も
反
映
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

【
⑰
の
回
答
】

　

今
後
も
住
民
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
、
高
濃
度
地
区
対

策
に
つ
い
て
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

２
０
０
９
年
度
役
員
改
選

に
あ
た
り
、
ご
挨
拶
と
要
望

書
回
答
の
経
過
に
つ
い
て
ご

報
告
を
し
ま
す
。

　

全
島
避
難
指
示
解
除
か
ら

５
年
目
に
な
り
当
ネ
ッ
ト
の

役
割
も
ま
す
ま
す
重
要
性
を

増
し
て
い
ま
す
。

　

噴
火
災
害
も
６
月
で
満
９

年
を
経
過
し
10
年
目
に
入
り

ま
す
。
長
期
に
な
る
と
災
害

被
災
者
の
困
難
な
生
活
実
態

は
風
化
し
て
救
済
も
さ
れ
な

い
人
々
が
多
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
風
化
さ
せ
な

い
た
め
の
努
力
が
、
さ
ら
に

必
要
で
す
。

　

こ
れ
に
は
、
被
災
者
の
努

力
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

マ
ス
コ
ミ
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
、
な
に
よ
り
善
意
の
人
々

の
ご
支
援
な
ど
に
頼
る
以
外

あ
り
ま
せ
ん
。

　

黙
っ
て
い
て
は
生
活
と
命

す
ら
守
れ
な
い
の
で
す
。
私

た
ち
は
、
こ
の
視
点
に
立
っ

て
新
役
員
・
世
話
人
、
協
力

会
員
が
一
体
と
な
っ
て
三
宅

島
民
の
生
活
再
建
と
再
生
・

復
興
に
向
け
て
共
に
努
力
を

続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
更
な
る
ご
支

援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

２
月
１
日
付
要
望
書
に
三

宅
村
か
ら
３
月
４
日
、
回
答

が
あ
っ
た
。

　

佐
藤
就
之
会
長
、
池
田
金

好
副
会
長
、
菊
地
忠
男
世
話

人
、
三
宅
村
か
ら
平
野
祐
輔

三
宅
村
長
、
佐
久
間
忠
政
策

推
進
室
長
が
同
席
し
て
説
明

が
な
さ
れ
た
。

　

財
政
処
置
の
必
要
の
な
い

在
京
者
船
賃
の
島
民
並
割
引

要
請
を
東
海
汽
船
に
行
う
こ

と
、
村
営
住
宅
優
先
入
居
な

ど
す
ぐ
に
行
う
よ
う
に
要
請

し
た
。
村
は
、
船
賃
に
つ
い

て
は
、
早
期
購
入
の
20
％
引

き
な
ど
の
各
種
割
引
制
度
の

利
用
の
推
奨
、
村
営
住
宅
希

望
者
は
村
長
が
相
談
に
応
じ

る
。
（
村
長
は
、
や
む
お
え

な
い
場
合
優
先
入
居
の
権
限

を
も
つ
）

　

ま
た
人
工
透
析
器
設
置
は

人
口
減
少
解
消
の
た
め
に
も

必
要
と
要
請
し
た
。

　

高
濃
度
地
区
問
題
は
、
検

討
委
員
会
の
経
過
、
増
設
さ

れ
た
ガ
ス
観
測
機
の
測
定
、

専
門
委
員
会
の
検
討
な
ど

３
月
末
を
め
ど
に
再
検
討
を

行
っ
て
い
る
と
の
説
明
。

　

ま
た
廃
屋
撤
去
は
当
事
者

の
協
力
、
理
解
を
求
め
て
い

る
。
火
災
・
地
震
保
険
加
入

問
題
、
財
産
を
無
価
値
と
し

て
い
る
ガ
ス
条
例
の
見
直
し

を
求
め
た
。
一
方
、
東
京
都
、

国
は
三
宅
村
の
意
向
を
み
て

検
討
を
し
た
い
と
回
答
を
し

て
き
た
。

　

三
宅
村
は
３
月
25
日
、
阿

古
高
濃
度
地
区
の
一
部
、
五

世
帯
15
人
は
条
件
付
き
で
、

４
月
１
日
に
解
除
す
る
と
発

表
し
た
。
今
後
と
も
、
要

望
書
実
現
の
努
力
を
平
野
村

長
、
三
宅
村
議
会
に
要
請
し

た
い
。

科　　目 予　　算 決　　算 2009 年度予算

寄付金 400,000 691,958 600,000

活動収入 0 213,250 200,000

雑収入 38,000 280 40,000

前年度繰越金 575,445 575,445 148,479

収入合計 1,013,445 1,480,933 988,479

支出の部
科　　目 予　　算 決　　算 2009 年度予算

新報費 550,000 623,947 550,000

訪問活動費 30,000 1,120 10,000

活動費 0 217,848 150,000

会議費 50,000 34,904 35,000

事務備品費 30,000 188,345 20,000

通信費 150,000 147,780 125,000

渉外費 150,000 89,780 80,000

雑支出 53,445 28,730 18,479

支出合計 1,013,445 1,332,454 988,479

次期繰越金 0 148,479 0

ネ
ッ
ト
08
年
度
決
算
・
09
年
度
予
算

収入の部

回
答
へ
の
思
い　

ネ
ッ
ト
会
長 

佐
藤
就
之

「
黙
っ
て
い
て
は
守
れ
な
い
」

阿
古
の
解
除
は
一
歩
前
進
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４
月
８
日
、
ふ
る
さ
と

ネ
ッ
ト
は
在
京
島
民
の
訪
問

活
動
に
つ
い
て
の
打
ち
合
わ

せ
を
行
っ
た
。
酒
井
副
会
長
、

伊
藤
事
務
局
長
を
は
じ
め
世

話
人
や
協
力
者
合
わ
せ
て
10

名
が
出
席
し
、
今
年
度
の
訪

問
活
動
の
進
め
方
に
つ
い
て

協
議
し
た
。

　

現
在
ネ
ッ
ト
で
把
握
し
て

い
る
在
京
島
民
は
１
１
５
世

帯
。
そ
の
う
ち
約
95
世
帯
が

都
内
で
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て

居
住
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、

地
区
ご
と
に
訪
問
員
の
担
当

を
決
め
、
必
要
な
方
か
ら
回

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

練
馬
区
・
東
村
山
市
近
辺

を
酒
井
副
会
長
と
協
力
者
の

成
島
ま
す
み
さ
ん
、
八
王
子

市
・
府
中
市
近
辺
を
Ｄ
Ｔ
Ｐ

Ａ
の
メ
ン
バ
ー
、
北
区
や
そ

の
他
の
地
区
を
ネ
ッ
ト
事
務

局
が
担
当
す
る
。
６
月
ま
で

を
一
つ
の
区
切
り
と
し
、
７

月
に
は
３
グ
ル
ー
プ
の
訪
問

員
が
集
ま
り
、
報
告
会
議
を

開
く
こ
と
が
決
定
し
た
。

　

訪
問
の
際
に
は
、
現
在
の

状
況
や
困
っ
て
い
る
こ
と
な

　

３
月
17
日
に
、
三
宅
村
と
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ポ
ー
ツ
振
興

会
は
、
観
光
関
連
事
業
連
絡

会
を
、
32
団
体
48
人
で
開
催

し
た
。

　

議
題
は
、
①
モ
ー
タ
ー
サ

イ
ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
概

要
、
②
09
年
度
観
光
関
連
事

業
に
つ
い
て
。
提
案
は
、
主

な
イ
ベ
ン
ト
開
催
プ
ラ
ン
と

し
て
三
事
業
を
発
表
し
、
協

力
を
呼
び
か
け
た
。　
　

日
時　

５
月
17
日
（
日
）

　

 
 
 

９
時
～
17
時

場
所　

江
東
区
お
台
場
Ｎ
Ｏ   

　
　
　

Ｐ
街
区
（
船
の
科
学
館
横
）

内
容　

特
産
物
販
売
、
展
示
、

　
　
　

郷
土
芸
能
、
バ
イ
ク

　
　
　

試
乗
会
な
ど

日
時　

８
月
22
日
（
土
）
、　

　
　
　

23
日
（
日
）

場
所　

三
宅
島　

募
集　

30
組
60
名

内
容　

親
子
の
絆
、
島
民
と
の

　
　
　

交
流
、
バ
イ
ク
体
験

　

今
回
、
訪
問
活
動
が
新
た

な
体
制
で
動
き
出
す
の
を
機

に
、
私
た
ち
も
訪
問
員
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

不
慣
れ
な
面
も
あ
り
ま
す

が
、
「
三
宅
島
新
報
」
の

編
集
同
様
に
、
精
一
杯
頑

張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
訪
問

活
動
の
中
で
、
多
く
の
ご

意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　
　
　

（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
一
同
）

【お便り】（要約）
　私共、噴火災害中は大変お
世話頂き、８年ぶりに我が
家で新年を迎える事が出来
ました。何から何まで会長始
め皆々様のおかげと深く感謝
いたします。会長と共にお世
話下さいました皆々様にもよ
ろしくお伝え頂ければ幸いで
す。（坪田　Ａ様）
　自助にも限界があり、公助
も満足ではなく、やはり共助
が求められます。お互いに補
い合い助け合っていきましょ
う。（阪神淡路大震災１・17
希望の灯り HANDS 中島喜一様 )  
　いつも三宅島の避難民のた
めに心血を注いで頂き、まこ
とに有難うございます。健康
にご留意されます様念じ上げ
ます。（渋谷区　田中良雄様）
　いつもいつもお心をありが
とう。私も三宅のことが気に
なります。会長には感謝で一
杯です。（町田市　Ｎ様）

【ご寄付者名】
関西学院大学室崎益輝教授、
佐藤宗ノ子様、佐藤就之様、
吉野文雄様、﨑山敏也様、森
田幸江様、Ｔ様（２月 15 日
～４月 10 日）
　みな様のご支援に感謝いた
します。

編
集
後
記

Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｋ
Ｅ　

イ
ベ
ン
ト
情
報

Ｗ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ 

ｉ
ｎ 

お
台
場

夏
休
み
親
子

　

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
ｉ
ｎ
三
宅
島

モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル

　
　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時　

10
月
24
日
（
土
）
、　

　
　
　

25
日
（
日
）

場
所　

三
宅
島
各
所
イ
ベ
ン

　
　
　

ト
会
場

　
　
　

※
24
日
（
土
）
は
リ

　
　
　

ハ
ー
サ
ル
と
試
乗
会

問
い
合
わ
せ

　
　

三
宅
役
場
観
光
振
興
課

　
　

０
４
９
９
４
（
５
）
０
９
２
０

観
光
関
連
事
業
連
絡
会
を
開
催

訪問活動新たに展開　

地域を広げて支援体制を
　ふるさとネットでは、在京者の支援を充実させるために会議を行い、
訪問員を増やし幅広い地域に訪問活動を展開することを決めた。

ど
を
伺
い
、
改
善

で
き
る
よ
う
ネ
ッ

ト
で
で
き
る
限
り

の
こ
と
を
や
っ
て

い
こ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。
三
宅
島

の
話
を
し
た
い
、

島
の
情
報
が
ほ
し

い
と
い
う
方
で
も

結
構
で
す
。
訪
問

を
希
望
す
る
在
京

者
の
み
な
様
、
事

務
局
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

在
京
者
の
訪
問
活
動
に
使
用
さ
れ
る
調
査
票


